
アクティビア・プロパティーズ投資法人（ＡＰＩ）が発行する 

「グリーンボンド」への投資について 

 

 

 大東京信用組合（理事長 柳沢祥二、以下「当組合」）は、このたび、アクティビ

ア・プロパティーズ投資法人（以下「ＡＰＩ」）が発行する第 10 回無担保投資法人

債（別称：第 10 回ＡＰＩグリーンボンド、以下「本債券」）への投資を決定いたし

ましたので、お知らせいたします（本債券発行予定 2019年 7月 9日）。 

 

 「グリーンボンド」とは、調達資金の使途が環境配慮型投融資案件に資するもの

であることに限定された債券で、本債券は国際資本市場協会が定めるグリーンボン

ド原則に則して発行されます。 

 

 ＡＰＩは、本資産運用会社（東急不動産リート・マネジメント株式会社）ととも

に保有する物件の環境・省エネ対策やエネルギー利用の効率化等について対応を進

め、本債券の発行に関して第三者評価を取得するに際し、環境省の平成 30年度グリ

ーンボンド発効促進体制整備支援事業の補助金交付対象となることについて、発行

支援者たるサステイナリティクス・ジャパン（以下、「サステイナリティクス」）は、

一般社団法人グリーンファイナンス推進機構より交付決定通知を受領しております。 

 なお、グリーンボンドとしての適格性については、サステイナリティクスよりセ

カンド・オピニオンを取得しております。 

 

 当組合は、今後もＥＳＧ投資を通じて、ＳＤＧｓの達成に貢献する事業を資金面

からサポートし、持続可能な社会の形成に寄与すべく社会的使命・役割を果たして

まいります。 

以 上 


